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 現在、１〜３号機の原⼦炉内には安定的に注⽔を継続しており、時間とともに、
溶け落ちて残る燃料デブリの崩壊熱は⼤幅に減少している状況です。

 ⼀⽅で、万⼀、原⼦炉内への注⽔が停⽌した場合の温度変化の評価にあたって
は、実際には⽣じている気中への⾃然放熱による温度低下等は考慮せず、燃料
デブリの崩壊熱のみを考慮して計算している状況です。

 このような状況を踏まえ、当社は、原⼦炉注⽔量の低減（STEP1）や停⽌
（STEP2）を⼀時的に⾏い、燃料デブリの冷却状況の実態を把握するとともに、
気中への放熱も考慮したより実態に近い温度変化の評価（熱バランス評価）の
正確さを確認することとしました。

 現在運⽤している評価よりも、より実態に即して⼤幅に落ち着いている状況が
確認でき、熱バランス評価を適⽤すれば、緊急時対応⼿順の適正化などの改善
につながっていきます。 （2018年11⽉にお知らせ済み）

 このたび、燃料デブリ冷却状況の確認を実施するための準備が整ったことから，
４⽉上旬から原⼦炉注⽔量の低減操作（STEP1）を開始することになりまし
たのでお知らせいたします。



原⼦炉注⽔量の低減・停⽌に当たっての操作⼿順
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【操作⼿順】

「①準備操作」の概要
 現在、原⼦炉への注⽔は、3号

ＣＳＴタンクを注⽔源とし、１
〜３各号機に３m3/hで注⽔し
ている。

 炉注ポンプの定格流量は約20 
m3/hのため、流量調整弁で３
m3/hに調整し、定格流量との
差分（余剰分）は、３号ＣＳＴ
タンクへ戻している。

 今回、2号機原⼦炉注⽔量を減
らすため、戻り流量が増加する
ことになる。

 ３号ＣＳＴタンクへの戻りライ
ンの設備構成（配管の⼝径等）
では、流量をこれ以上増加する
ことができない。

 このため、まずは、１，３号機
への注⽔量を増加させて戻り流
量を減少させる。

２号機２号機１・３号機
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以下、2018年11月にお知らせ済み



燃料デブリの冷却状況の確認を⾏う⽬的

①緊急時対応⼿順の適正化
万⼀、原⼦炉の注⽔が停⽌し多重のトラブルが発⽣したような場合、より実態に近
い温度変化が把握できる（時間的乖離が⼩さくなる）ことで、緊急性の⾼い対応に
傾注するなど、より適正な復旧対応の⼿順に⾒直すことが可能となります。

②運転・保守管理上の改善
原⼦炉注⽔設備のポンプ切替時等、注⽔量に極⼒変化がないようにするための複雑
な操作から、⽚⽅を⽌めた上でもう⽚⽅を起動するというシンプルな切替に⾒直す
など、運転・保守上の改善（ヒューマンエラーリスクの低減 等）が⾒込まれます。

【参考】
１〜３号機使⽤済燃料プールの⽔温評価について、2017年7〜10⽉にかけて⾏った
冷却停⽌時の状況を踏まえ、2018年２⽉１⽇から、崩壊熱のみを評価していた⽅式
を熱バランス評価に変更しています。
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＊1 実施計画上の運転上の制限
＊2 初期温度約 30℃の場合

温度上昇率 RPV温度が80℃＊１に達する時間＊２

現在の評価 約５℃／時間 約10時間
熱バランス評価 約0.2℃／時間 約12⽇



冷却状況の確認⽅法 STEP1 ：注⽔量を半減
【STEP1の概要】
 原⼦炉圧⼒容器（RPV）底部と原⼦炉格納容器（PCV）には事故後に設置した温度

計があり、温度測定の信頼性が⾼い2号機を先⾏*し、燃料デブリの冷却性を確認。
＊：2号機での試験結果を踏まえ、他号機での試験等、追加試験を計画。

 まずは、ＳＴＥＰ１として、1.5m3/hまで注⽔量を半減（現状は約3.0m3/h）し、
約７⽇間状況を確認。

 注⽔量半減の状況確認が終了後，速やかに注⽔流量を3.0m3/hに戻し，約7⽇間の
状況を確認。

※ＳＴＥＰ１の確認にあたっては、実施計画の制限である「任意の24時間あたりの注
⽔量増加幅 1.0m3/h」の制限外に計画的に移⾏することから、以下の予め定める
必要な安全措置をとった上で実施。
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3.0m3/h ⇒ 1.5 m3/hに変更
（操作後約７⽇間の状況を確認）

1.5 m3/h ⇒ 3.0 m3/hに戻す
（操作後約７⽇間の状況を確認）

※予め定める必要な安全措置
• ガス管理設備希ガスモニタによ

る未臨界の監視
• ホウ酸⽔注⼊の準備
• キセノン135を有意に検知した

場合にホウ酸⽔を注⼊する
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参考：STEP１の温度挙動予測（熱バランス評価）
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冷却状況の確認⽅法 STEP２ ：注⽔を停⽌
【STEP２の概要】
 ＳＴＥＰ２として原⼦炉注⽔を停⽌し、約7時間の状況を確認。
 原⼦炉注⽔停⽌の影響確認（約７時間）終了後、ＳＴＥＰ１で確認している

1.5m3/hまで注⽔流量を戻す。その後、24時間毎に0.5m3/hずつ流量を増加
し、3.0m3/hまで戻し、約7⽇間の状況を確認。

※ＳＴＥＰ２の確認にあたっては、実施計画の制限である「①原⼦炉の冷却に必
要な注⽔量1.1m3/h （冬季の評価値） 」および「②任意の24時間あたりの注⽔増
加1.0m3/h」の制限外に計画的に移⾏することから、以下の予め定める必要な
安全措置をとった上で実施。
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※予め定める必要な安全措置
①
• 原⼦炉圧⼒容器、原⼦炉格納容器

の温度監視
• 15℃上昇で注⽔流量を増加
②
• ガス管理設備希ガスモニタによる

未臨界の監視
• ホウ酸⽔注⼊の準備
• キセノン135を有意に検知した場

合にホウ酸⽔を注⼊する⼿順とす
る



参考：STEP2の温度挙動予測（熱バランス評価）
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